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『新任者教育セミナー』は、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、過去 2 年間時期をずら

して開催してきましたが、今年度は本来の時期である 6月に首都圏環協連（東環協、神環協、千環

協）合同で開催することができました。ただし、従来の集合形式での開催はいまだ時期尚早との判

断から、昨年と同様にオンライン形式が採用されました。今回は、1 都 2 県で 76 名の応募があり、

東環協からは 7 社 25 名と多くの方にご参加いただきました。また、会場に集合しなくても聴講で

きるというオンライン形式の利点を活かし、今年度もプログラムを 2 日間に分けて開催しました。 

 

    開催日時 ： 2022 年 6 月 16 日（木）、17 日（金）［両日とも 13:30～16:50］ 

    開催方式 ： (一社)日本環境測定分析協会本部よりオンライン開催 

                 （YouTube ライブ配信、及び ZOOM 会議方式） 

    参 加 費 ： 無料 

 

    プログラム： 

     1 日目：16 日（木） 

     ・13:00 ～ 13:30 受 付（ZOOM 入室状況確認等） 

     ・13:30 ～ 13:45 司会者、主催者挨拶（県単会長他） 

               司会者よりプログラム説明と注意事項説明 

     ・13:45 ～ 15:00 「環境計量の仕事とは」       ：津上  昌平 氏 

     ・15:00 ～ 15:15 休憩 

     ・15:15 ～ 16:30 「労働安全衛生」          ：菅原   昇  氏 

     ・16:30 ～ 16:50 1 日目閉会の挨拶と明日の説明 

     2 日目：17 日（金） 

     ・13:00 ～ 13:30 受 付（ZOOM 入室状況確認等） 

     ・13:30 ～ 13:45 司会者、主催者挨拶（県単会長他） 

     ・13:45 ～ 15:00 「精度良い測定のために」（前半）   ：佐々木 克典 氏 

                （1）サンプリングの基礎 

     ・15:00 ～ 15:15 休 憩 

     ・15:15 ～ 16:30 「精度良い測定のために」（後半）   ：佐々木 克典 氏 

                （2）化学分析、機器分析 

（3）精度管理 

     ・16:30 ～ 16:50 閉会の挨拶、連絡事項 
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【1 日目：16 日（木）】 

開始時刻の 13:30 となり、東環協の近野監事の司会により今年度の新

任者教育セミナーの配信を始めました。まずは、司会者より本セミナー

が首都圏環協連の合同開催であり、日環協関東支部との共催による教育

事業であることの報告がありました。続いて、ZOOM 聴講者への注意事項、

チャットによる質疑応答の方法等についての説明がありました。 

その後、主催者を代表して神環協の梶田会長より開会挨拶を頂戴した

後、本日の最初の講義が始まりました。 

 

神環協 梶田会長の開会挨拶 

 

皆様、こんにちは。今年度、首都圏の代表幹事を務めております神

環協の梶田でございます。どうぞ宜しくお願いいたします。本日は大変

お忙しい中、多くの皆様に参加していただいており、誠にありがとうご

ざいます。本セミナーは、環境計量の業界で働いていく上での基本的な

ことから実践に使えるものまで、大変参考になる話を業界の大先輩の

方々にご紹介いただくことになっております。今年こそは、この会場に

皆様全員が集まって顔を合わせながら一緒に勉強し、その後の名刺交換

などの交流ができることを願っておりましたが、コロナ禍の影響により

残念ながら昨年と同様にオンラインでの開催とさせていただきました。 

今回ご参加の皆様におかれましては、この 4月から新社会人になられた方、既にこの業界で活躍

されている方、そして総務、営業など様々な方がおられると思います。私も 30 数年前に神奈川県

で開催された新任者研修会に参加いたしましたが、私が文系出身で営業職という事もあり、当時は

殆んど理解できなかったことが思い出されます。ただし、長年経験したことにより、今は新任者研

修会の内容が大変役に立っているところであります。今の時代は昔と違いまして多くのことがマニ

ュアル化され、分析装置も自動化されております。今後は、AI や IoT が導入されて、さらに自動化

が進むと予想されております。数年後、皆様がこれからの時代を背負って立つようになるためには、

特にこの業界ではマニュアルや自動化だけでは計れない多くの応用力が必要になりますので、皆様

には失敗を恐れずに諦めることなく、あらゆることに挑戦を続けていただきたいと思います。最後

になりますが、本日ご参加の皆様にとって有意義な時間になりますこと、そして皆様の会社の発展

に繋がることを祈念いたしまして開会の挨拶とさせていただきます。今日と明日の 2 日間となりま

すが、どうぞ宜しくお願いいたします。 

 

 
神環協 梶田会長 

 
司会 東環協 近野監事 
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講義１（13:45～15:00） 

「環境計量の仕事とは」 

    講 師 ： 津上技術士事務所   津上 昌平 氏 

 

〔講義目次〕 

1.環境とは、環境問題の歴史的背景、環境関連トピックスなど 

2.環境関連法規制の概要と環境測定/分析との関わり 

3.計量法と事業登録制度、国際規格など 

4.環境関連資格取得のすすめ 

 ①環境計量士 ②作業環境測定士 ③公害防止管理者 

 ④臭気判定士 ⑤土壌汚染調査技術管理者 ⑥環境測定分析士 

5.まとめ 

〔講義概要〕 

環境問題の歴史は、1950～60 年代の 4 大公害に始まり、その後 1970 年代の高度経済成長期に

なると大量生産・消費・廃棄のライフスタイルが定着し、市民の生活が原因となって発生する都

市生活型公害が顕在化してきた。1980 年代になると「地球温暖化問題」と「オゾン層の破壊」と

いう 2 つの地球環境問題がクローズアップされるようになった。偶然だが本セミナーの開催日（6

月 16 日）は、1972 年の同日にストックホルムで開催された国連会議で「人間環境宣言」が発出

されてから、ちょうど 50 年の節目の日でもある。地球温暖化問題では、これまで「気候変動」

と呼ばれていたものが「気候危機」に変っており、2010 年から 2019 年の間に世界の平均気温が

1.1℃上昇するなど既に待ったなしの状況にある。日本では、2020 年 10 月 26 日に当時の菅首相

が所信表明で 2050 年までにカーボンニュートラル（脱炭素社会）の実現を宣言している。最近

の環境問題の動向としては、2015 年の国連サミットで採択された「SDGs（持続可能な開発目標）」

により 2016 年から 2030 年に向けて目指すべき 17 のゴールと 169 のターゲットが明示され、各

国で取り組みがスタートしているが、今年の 6 月 2 日に発表された 2022 年版目標達成度ランキ

ングにおいて、日本は 163 ヵ国中 19 位と欧米諸国から大分後れをとっている。評価では、「目標

達成」が 3目標にとどまっているのに対して「目標達成に深刻な課題がある」が昨年より 1 つ増

えて 6 目標となっており、今後は、ジェンダーや環境分野での課題を克服していく必要がある。

その他の環境問題では、最近のトピックスとして「海洋プラスチック問題」が挙げられる。2021

年 6 月に「マイクロプラスチック(MPs)調査ガイドライン」が環境省から公表され、今後は様々

な調査が実施され MPs の実態が解明されていくと予想される。また、水道水も MPs を含有してい

るとの報告があり、厚生労働省でその測定方法を検討中である。 

2016 年 6 月の施行により「化学物質のリスクアセスメント」が業種を問わず義務化され 674

物質が規制の対象となったが、2021 年 7 月に厚生労働省が発表した「職場における化学物質等の

管理のあり方に関する検討会報告書」により自律的な管理を基礎とする規制へと移行しつつある。 

環境関連法規制や計量法の事業登録制度などの講義があった後、環境関連資格取得のすすめと

して環境計量士、作業環境測定士、公害防止管理者、臭気判定士、土壌汚染調査技術管理者、環

境測定分析士についての受験資格や難易度などに加えて試験問題例の紹介があった。最後にまと

めとして、幅広い知識の習得により引き出しを増やすとともに、これだけは誰にも負けない専門

分野を確立してほしいと述べられた。 
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講義２（15:15～16:30） 

「労働安全衛生」 

   講 師 ： イー・サポート高円寺   菅原 昇 氏 

 

〔講義目次〕 

1.安全衛生 

2.測定業務における安全管理 

3.試験室の安全衛生管理 

4.災害の原因 

5.化学物質と労働安全衛生マネジメントシステム 

 

 

〔講義概要〕 

まず初めに、本日の講義で受講者に特に意識していただきたい以下の6つの要点が述べられた。 

1. 潜在している危険因子を常に抽出し、事故発生に繋がる原因を排除しようとする雰囲気を職場

全体で共有し活動すること（危険予知トレーニング(KYT)など） 

2. 労働衛生管理に心がけ、職員一人一人が健康で明るい職場づくりをめざすこと 

3. 業務の目的を明確にして、目的達成のために職場のシステム向上に取り組むこと 

4. 自己管理を心がけ、常に肉体的にも精神的にも健全な状態でいられるように環境を整えて業務

を遂行すること 

5. 与えられた業務に対して、しっかりと教育・訓練を受けた上で業務に取り組むこと 

6. 事故が発生した場合に、二次的な事故を誘発しないように組織的に対策を講ずること 

2020 年度の労働災害の発生状況は、死傷者が 131,156 人（うち死亡者は 802 人）となっており、

労働環境の整備が進んだおかげで以前より減っているが、近年は定年退職の年齢が引き上げられ

たことにより高齢者が労働災害に巻き込まれるといった傾向にある。 

労働安全衛生法は、戦後から高度成長期に職場環境の不備や安全への配慮の欠如により、多く

の労働災害が発生していたことから 1972 年にそれまで労働基準法の一部だった安全及び衛生に

関する事項をさらに充実させて新たな法律として誕生している。 

どんな職場でも災害の可能性が存在しているが災害は突然やってくるものではなく、現場に不

安全な状態や作業行動などが必ず存在しており、災害可能性の段階で原因を排除しなければ災害

を完全に防ぐことはできない。測定業務における安全管理として、現地での試料サンプリング業

務では、「事前調査」で現場の担当者に操業状況や脱臭対策等のヒアリングをし、試料採取場所

の下見を行ってチェックリストを作成することで本調査時の安全を確保するべきである。 

試験室の安全衛生管理としては、「薬品の保管」「毒劇物の管理」「機器類の保守・管理」「高圧

ガスの管理」「試験室の廃棄物の管理」「細菌感染に関する安全管理」などが挙げられる。講義で

は、2011 年 3 月 11 日の東日本大震災で被災した仙台の事業所の写真を用いて、ファイルや試薬

が散乱、ガスボンベが転倒、HPLC やパソコンが試験台から転落した様子の紹介があった。 

個人の安全衛生管理では、実験室内でのソフトコンタクトレンズの装着には十分注意する、試

験室に入る人は化粧をしない、長髪やルーズな服装は避ける、白衣を自宅で洗わない（職場でま

とめてクリーニング）、清掃は一日の作業の終了後に行うなどの注意事項が述べられた。 
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【2 日目：17 日（金）】 

講義３（13:45～16:30） 

「精度良い測定のために」 

 （1）サンプリングの基礎、（2）化学分析、機器分析、（3）精度管理 

    講 師 ： (株)佐々木環境技術事務所   代表取締役 佐々木 克典 氏 

 

〔講義目次〕 

1.化学分析（環境測定に関する化学分析の基礎） 

2.機器分析（機器分析の基本的事項、主な機器分析の原理） 

3.精度管理（測定値の管理、データの取扱い） 

 

〔講義概要〕 

 〇サンプリングの基礎 

はじめに、サンプリングの重要性についての解説がなされた。以前は

誰がサンプリングを行ったかということはそれほど重要視されていなかったが、計量法の改正に

より誰がサンプリングしたのかを明確にすることになった。なぜならば、分析事業者が採ったサ

ンプルと依頼者が採ったサンプルでは質が全く異なるからである。よって、試験所が自らサンプ

リングを行わない場合は、サンプリング段階での責任が持てないことから計量証明書にその旨を

記載する必要がある。また、化学分析においては、何のために分析を行うのかという目的が非常

に重要であり、サンプリングもその目的に見合ったものでなければならない。採取した試料が全

体を代表していない場合、どんなに分析方法が良くても、どんなに慎重に分析を行ったとしても

測定した結果は本来の特性を示さなくなってしまう。 

続いて、サンプリングに関する規格・公定法の説明と水質・大気・土壌・底質の試料サンプリ

ングについての採取器具・容器、採取方法、保存処理、運搬方法などの解説があり、最後にサン

プリングのエキスパートになるためには、経験豊富な先輩方とのコミュニケーションを図り、研

鑽を積んで行く必要があると述べられた。 

 〇化学分析、機器分析、精度管理 

「精度」と「正確さ」の違いは、「精度」が繰返し測定の結果の一致の程度であるのに対し、「正

確さ」は多数の測定結果の平均値との一致の程度であり、どちらも満足しているほど良い測定結

果と言える。分析機関での一般的な精度管理には内部精度管理と外部精度管理があり、内部精度

管理は機関内のデータのばらつきを小さくするために行い、外部精度管理は他の機関のデータと

比べて偏りがないかを確認するのが目的である。また、精度管理に必要なことは「環境汚染管理」、

「試験器具の管理」、「化学分析で使う水」、「試薬の管理」、「試験方法の選定」、「分析装置の管理」

であり、それぞれについて詳しい説明があった。トレーサビリティとは、不確かさが全て表記さ

れた切れ目のない比較の連鎖を通じて国家標準又は国際標準に関連づけられ得る測定結果又は

標準であり、化学分析においてはトレーサビリティのとれた標準物質を使用する必要がある。 

分析を行うと稀に結果が高いまたは低いといった異常値を示すことがあるが、これには必ず何

らかの原因がある。必ずしも答えにたどり着けるとは限らないが、原因究明を行うことが非常に

重要である。最後に、分析者として独り立ちするために、何のためにサンプリングや測定をする

のかという目的を常に頭の中で思い描くことを習慣づけてほしいと述べられた。 
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【閉会式】 

 講義終了後、主催者を代表して東環協の平賀会長から閉会の挨拶がありました。続いて、司会者

よりアンケート記入のお願いなどの連絡事項の伝達があった後、2日間に亘って開催された2022年

度新任者教育セミナーは閉会となりました。 

 

東環協 平賀会長の閉会挨拶 

 

ご紹介いただきました東京都環境計量協議会の平賀でございます。今

期より私が会長に就任しておりますので、皆様宜しくお願いいたします。

2 日間に亘って色々な講義を聴いていただきましたので、その内容を皆

様の会社の中で共有し、広めていただければと思います。 

最近は、よくゼネコンさんがキャッチフレーズをつけています。例え

ば、「地図に残る仕事」、「100 年を創る会社」などです。私共の業界にお

ける商品というのはデータだけなのですが、データを基に 50 年後、100

年後の社会を創る業界という位置付けにいると考えております。皆さん

におかれましては新任者ですので、この先の 50 年後、100 年後を夢見みながら、誇りを持って仕事

に邁進していただければと思います。簡単ではございますが、閉会の挨拶とさせていただきます。

どうもありがとうございました。 

 

 

 

 
質疑応答の様子 

 
東環協 平賀会長 

 
配信会場の様子 
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受講者アンケート集計結果（抜粋） 

 

新任者教育セミナー終了後の Web アンケートでは、36 名の受講者から回答をいただきました。 

参加者の年齢は「20 歳未満」または「20 代」が 86.1％を占め、担当業務では「水質、土壌関係の

分析」が最も多く半数以上を占める結果となりました。また、講義内容についての設問では、どの

講義も 85％以上の参加者が「大変理解できた」または「理解できた」と回答していました。 

皆様、ご協力ありがとうございました。アンケート結果は今後の新任者教育セミナー運営の参考

にさせていただきます。 

 

 

１１．．ああななたたににつついいてて教教ええててくくだだささいい。。  
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２２．．1166 日日のの講講義義ににつついいてて  
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３３．．1177 日日のの講講義義ににつついいてて  
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４４．．聴聴講講場場所所ににつついいてて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５５．．聴聴講講方方法法ににつついいてて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６６．．資資格格取取得得のの希希望望ににつついいてて 
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22002222 年年度度  新新任任者者教教育育セセミミナナーー  参参加加者者名名簿簿 

2022 年 6 月 16 日(木)、17 日(金) 

東京都環境計量協議会 WEB 開催 
講講  師師  

「環境計量の仕事とは」                  津上  昌平 氏 

「労働安全衛生」                     菅原   昇  氏 

「精度良い測定のために」                 佐々木 克典 氏 

会会  員員  

№№  会     社     名 氏    名 参加方法 

1 いであ(株)  YouTube 

2 いであ(株)  YouTube 

3 いであ(株)  YouTube 

4 いであ(株)  YouTube 

5 いであ(株)       YouTube 

6 エヌエス環境(株) 東京支社      YouTube 

7 エヌエス環境(株) 東京支社        YouTube 

8 (株)環境技術研究所        YouTube 

9 (株)環境総合リサーチ        ZOOM 

10 (株)環境総合リサーチ          ZOOM 

11 (株)環境管理センター        ZOOM 

12 (株)環境管理センター          ZOOM 

13 (株)環境管理センター    ZOOM 

14 (株)環境管理センター    ZOOM 

15 (株)環境管理センター          ZOOM 

16 (株)環境管理センター      ZOOM 

17 (株)環境管理センター   ZOOM  

18 (株)環境管理センター        ZOOM 

19 (株)環境管理センター          ZOOM 

20 (株)環境管理センター        ZOOM 

21 (一財)東海技術センター          YouTube 

22 (一財)東海技術センター        YouTube 

23 (一財)東海技術センター      YouTube 

24 内外化学製品(株)   ZOOM 

25 内外化学製品(株)        ZOOM 

  ７社 ２５名 
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首都圏環境計量協議会連絡会（首都圏環協連）は、東京、神奈川、埼玉、千葉の 1 都 3 県の県単

で構成され、環境計量証明事業の今後の発展のための協議や様々な活動についての情報共有を行っ

ています。その一環として、年一回全国の県単と意見交換を行う合同研修会を主催しています。 

今年度は、第 1 部で各県単の皆様より活動状況を発表いただき、第 2 部では環境調査費用の適正

価格化について改めて意見交換を行いました。 

 

《開催日・開催形式》 

2022 年 8 月 9 日（火）13：30～16：30  会場（対面）と Web のハイブリッド方式 

《プログラム》 

      司会進行：神奈川県環境計量協議会 副会長 増田 健一 氏 

13：30 開 会 

主催者挨拶：首都圏環境計量協議会連絡会 2022 年度代表幹事 梶田 哲弘 氏 

13：40 第 1 部 

    「県単報告、自治体との災害防止協定に関する活動内容などについて」 

14：55 休憩（10 分） 

15：05 第 2 部 

    「価格高騰している薬品・機材・エネルギー等 今後の環境調査費用を今！考える」 

1）首都圏環協連 分析単価委員会の現状 

2）自由討論 

16：30 閉会 

    閉会挨拶：(一社)埼玉県環境計量協議会 会長 吉田 裕之 氏 

【研修内容】 

 合同研修会は、主催者を代表して神環協 梶田会長の開会挨拶の後、第 1 部で各県単の活動状況

として災害時協定、BCP、SDGs の取組みなどの報告がありました。BCP と SDGs に関しては、前回の

合同研修会（2 月開催）からあまり進展していないと回答している県単が多かったようです。 

 第 2 部では、分析単価等検討委員会の活動報告として、最低制限価格制度の導入に関するこれま

での取組みと現状についての紹介がありました。続いて、埼環協の野口氏より会員 50 社に対して

行った資材等の価格上昇に関する物価意識アンケート調査の集計結果についての報告がありまし

た。アンケートでは、ほとんどの会員が近年の価格高騰は事業運営において深刻であると回答して

おり、対策として「試薬を低価格品に変更」、「ヘリウム以外のガスを用いた分析方法の導入」な

どを挙げていました。また、「分析単価を改定した」または「改定を検討している」の回答が半数

以上を占めていました。その後の自由討論では、環境調査費用の適正化に関連してダンピング問題

などについて討論しました。活発な議論が続きましたが終了の時刻となり、埼環協 吉田会長から

挨拶を頂戴し閉会となりました。 

2022 年度環境計量証明事業団体合同研修会報告 
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22002222 年年度度  環環境境計計量量証証明明事事業業団団体体合合同同研研修修会会  参参加加者者名名簿簿  

 

2022 年 8 月 9 日(火) 13：30～16：30 

(一社)埼玉県環境検査研究協会及び WEB 開催 
【テーマ】 

第１部 「県単報告、自治体との災害防止協定に関する活動内容などについて」 

第２部 「価格高騰している薬品・機材・エネルギー等、今後の環境調査費用を今！考える」 

【参加者】 

№№  県     単     名 氏    名 

5 (一社)神奈川県環境計量協議会 
 
 

11 東京都環境計量協議会 
 
 

15 (一社)埼玉県環境計量協議会 
 
 

19 千葉県環境計量協会 
 
 

21 北海道環境計量証明事業協会  

24 (一社)福島県環境測定・放射能計測協会  

26 (一社)群馬県計量協会環境分科会  

28 横浜市環境技術協議会  

29 新潟県環境検査協会 

31 長野県環境測定分析協会  

36 (一社)愛知県環境測定分析協会 
 
 

42 大阪環境測定分析事業者協会 
 
 

47 (一社)滋賀県計量協会  
 
 

48 石川県環境計量協会  

52 (一社)福岡県環境計量証明事業協会 
 
 

53 堺市環境計量協議会  

  １６団体 ５３名 
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東京都では、都民の方々に楽しみながら計量制度への理解を深めてもらうことを目的として、

毎年 11 月 1 日の計量記念日に「都民計量のひろば」をイベント形式で開催しています。 

今年度も昨年と同様に新型コロナウイルス感染拡大防止のため、特設ページに Web 版「都民

計量のひろば 2022」を 2 ヶ月間にわたって開設しました。 

 

テーマ：メインテーマ「くらしと計量」 

サブテーマ：「探してみよう！くらしの中のいろんな計量」 

日 程：2022 年 10 月 16 日（日）～12 月 15 日（木） 

場 所：(一社)東京都計量協会のホームページ内の特設サイト 

主 催：都民計量のひろば実行委員会［構成団体 東京都計量検定所、(一社)東京都計量協

会、東京都環境計量協議会、他計 18 団体］ 

 

東環協のページでは、環境と計量のコーナーに「計量証明と計量証明事業者制度」「環境と

計量について」「海洋プラスチックごみ汚染問題」のコンテンツを掲載させていただきました。 

来年こそ、例年どおり新宿駅西口イベント広場に多くの方々をお迎えして開催できることを

願っております。 

 

『都民計量のひろば 2022』チラシ 

  

「都民計量のひろば」報告 
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昨年度は ZOOM ミーティングによるオンライン形式により開催しました環境測定技術事例発表会

ですが、今年度は実に3年ぶりに全参加者が会場に集合し対面形式にて開催することができました。

事例発表会当日は好天にも恵まれ、会員 24 社 46 名、協賛企業 10 社 17 名、発表者 6 名に来賓を含

め総数 77 名の皆様に出席していただきました。来賓には東京都環境局、東京都計量検定所、(一社)

日本環境測定分析協会、大阪環境測定分析事業者協会から計 8 名にご臨席いただきました。来賓を

代表して東京都環境局 環境改善部 鈴木研二部長、東京都計量検定所 戸澤互所長からそれぞれご

挨拶を頂戴いたしました。 

東環協 平賀会長の挨拶 

皆さん、こんにちは。本日はお忙しい中、東京都環境局環境改善部

様、東京都計量検定所様、日本環境測定分析協会様、大阪環境測定

分析事業者協会様ならびに正会員・賛助会員の皆様にこのように盛

大にお集まりいただきまして誠にありがとうございます。 

実は昨日も、本日の事例発表会にご臨席いただいている東京都環

境局様とは東環協の前会長で現在は日環協の佐藤支部長がご苦労さ

れて数年前に締結しました災害時における石綿モニタリング調査に

係る協定研修会においてお会いしております。私がこの災害協定研

修会に参加し感じたのは、この研修内容それ自体が東京都環境局様

の優れた技術事例であるということです。各区市町村様と連携するためにはどうすればいいかとい

ったことに重きを置いて研修会を開き、その中で平時に何をすべきかをひとつひとつ模索しながら

周知を図っています。私共の協議会もこの取り組みの様に財産である技術事例をどの様に広げてい

けるかを考えていかなければなりません。技術には、私共の業界が基盤としている分析技術や採取

技術だけではなく、それらの基礎技術を施策の中に広げていく応用技術があると思います。また、

もうひとつの技術として、今は働き方改革が求められています。その中では時間の使い方を少し変

えていく技術が求められています。例えば賛助会員の中でそれに応用できる効率化に特化した技術

を持っているところがあれば、それも技術事例と捉えています、また、本日の事例発表会で紹介し

ていただく技術と賛助会員の特化した技術を融合させた新しい融合技術が生まれることを期待し

ています。またそこに留まることなく、新しい融合技術を私共の協議会が会員の皆様を含め外部に

対してどのように発信していけるかということを追求していかなければなりません。発信手法の一

例として、本日の事例発表会はこのような形式で開催していますが、今後は発表会を映像化し皆様

にご紹介するような機会を作っていくべきだとも思っております。我々の業界の基盤となるのは当

然ながら採取分析技術が基本となりますが、それだけではなく、何かに特化した技術を有する会

員・賛助会員の皆様がいますので、もっと大きな視野を持ちその技術をうまく組み合わせる手法を

生み出し、さらにどのようにして外部に発信していけるかといったことを考えていきたいと思って

おります。本日は数題の技術事例発表がありますが、皆様もそのような視点を持って本日の技術事

例発表を聞いていただき、この題材には私の会社が持っているこの技術を加味すれば、さらに技術

の幅が広がるだろうといった視点で各題材について聞いていただければと思います。 
誠に簡単ですが、開会のご挨拶とさせていただきます。 

第 33 回環境測定技術事例発表会報告 

 
東環協 平賀会長 
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東京都環境局 鈴木部長のご挨拶 

 

ただいまご紹介をいただきました東京都環境局環境改善部長の鈴

木でございます。日頃より、東京都環境計量協議会の皆様方には東

京都の環境行政につきましてご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上

げます。また、本日は第 33 回環境測定技術事例発表会にお招きいた

だきまして誠にありがとうございます。環境改善部というのは、東

京都の大気、水質などの環境に関する規制や改善を所管しており、

環境関係の測定をなされている皆様とは関係が深いところがありま

す。従いまして、こうしたご挨拶を申し上げる機会をいただきまし

たことを光栄に存じます。 
先ほど平賀会長よりお話がありましたが、2020 年 9 月には、協議会様と東京都で災害時における

石綿モニタリングに関する協定を締結させていただきました。有事の際に迅速なモニタリングの実

施を可能とする基盤を作ることができたことに感謝申し上げます。 
さて、私ども環境改善部では、都民の健康と安全に直結する生活環境の改善に向けまして、大気

環境の保全をはじめ、良質な土壌・地下水の確保や化学物質の適正管理など様々な取り組みを行っ

ております。本年 9 月に新たに策定しました東京都環境基本計画では、大気環境の更なる改善を目

指して、2030 年度までに光化学スモッグ注意報の発令日数をゼロに、PM2.5 の各測定局の年平均を

１m3当たり 10μg 以下にするなど新たな目標を掲げ、取り組むこととしております。 
こうした施策を進めていくためには、実態の把握が重要でございまして、その基礎となる信頼性

の高い測定や分析技術が不可欠でございます。こうした点からも、会員の皆様の専門技術や環境計

量分野が果たす役割は大変大きいものであり、日頃から都の環境行政にご協力いただいていること

に改めて感謝申し上げます。また、本日の事例発表会の成果に大きな期待を寄せているところでご

ざいます。私どもも、都民が安全で質の高い生活環境を享受し実感できる世界都市東京の実現を目

指しまして更にレベルの高い良質な環境を創出していきたいと思っているところでございますの

で、引き続き皆様のご協力を賜りますようお願い申し上げます。 
結びになりますが、東京都環境計量協議会ならびに会員の皆様の今後益々のご活躍とご発展を祈

念いたしまして、ご挨拶とさせていただきます。 

 

 
東京都環境局 鈴木部長 

 
発表会場 

 
受付の様子 
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東京都計量検定所 戸澤所長のご挨拶 

 

ただいまご紹介をいただきました東京都計量検定所 所長の戸澤

でございます。 

本日は、環境測定技術事例発表会にお招きいただきまして、誠に

ありがとうございます。まずは、本日の会が盛大に開催されますこ

とをお慶び申し上げます。また、日頃から環境計量行政分野の発展

に貢献されている皆様のご尽力に深く感謝を申し上げます。 

東京都環境計量協議会様におかれましては、新任者教育セミナー

や研修見学会等の活動を通じて、環境計量技術に関する情報の収集

や普及活動に努められているかと思います。さらに、本日のように事例発表会を企画し、最先端の

環境計量技術を紹介する事業も実施されております。このような取り組みは大変意義深いものでご

ざいます。このような協議会様の精力的な姿勢に対しまして深く敬意を表するものでございます。 

大気、水、土壌、騒音、振動などの身の回りの環境は私たちの健康と安全に直接結びついていま

す。それらの様々な環境対策に会員の皆様の果たす社会的役割は極めて重要でございます。環境計

量の分野は、突き詰めれば地球環境の保全に結びつくと言っても過言ではないと思います。また、

成長分野の一つであります IoT の関心が最近とみに高まっておりますけれども、機械製品から振動

や音を感知し、そのデータを基に劣化状況を認識して適切なメンテナンスに繋げていくといった試

みも行われていると聞いてございます。今後もますます環境測定の必要性が高まっていくものと思

います。私ども東京都計量検定所と協議会様との接点ともいうべき環境計量証明事業の役割もます

ます大きくなっていくと思います。引き続き、協議会様と手を携えて、東京の環境の維持・向上に

貢献していきたいと考えております。 

最後になりますけれども、協議会様の益々のご発展と、本日参加された皆様のご活躍を祈念いた

しまして挨拶とさせていただきます。 

今後ともどうぞ宜しくお願いいたします。 

 

 

 
計量検定所 戸澤所長 

 
座長席の様子 

 
展示ブース見学 
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事例発表・第1部 事例発表①～③ 
 

以下、発表申込書に記載の要旨を引用させていただきました。 

 

① 「河川におけるマイクロプラスチックの採取方法」 

株式会社環境管理センター  パク ソウン 

 

河川中におけるマイクロプラスチックを、サーバーネットを使用して橋上から採

取を行う際の方法や現地での採取後のネットの洗いこみ方法などについて発表する。 

また、コンタミネーションへの配慮など含め、調査における注意点についても発

表を行う。 

 

 

② 「マイクロプラスチック分析のための試料前処理及び FT-IR 解析における注意点」 

株式会社オオスミ  〇上田 裕史、畠山 誉史、管 雅英 

 

マイクロプラスチック調査を受託する機会が増えてきており、主にラボワークに

かかる注意事項について、いくつかの知見を得たので報告する。 

 マイクロプラスチック分析の標準的な手法として、環境省から「河川マイクロプ

ラスチック調査ガイドライン」が公表されている。この手法に従って環境試料を分

析した際に、前処理や FT-IR による解析が困難となった事例があった。その際に対処方法を検討

した内容を報告する。 

 

 

③ 「橋梁塗膜中 PCB の調査における濃度および特異的異性体に関する考察」 

株式会社エオネックス  〇管家 瑠莉香、宮本 直人 

アジレント･テクノロジー株式会社  高桑 裕史 

大阪大学  中野 武 

 

橋梁塗膜中 PCB 分析では、想定される濃度範囲が 0.15 mg/kg 未満から数万 mg/kg

超えと幅広いこと、さらに、塗料由来の特異的異性体が検出されることが報告され

ており、この 2 点がこの分析を難しくしている。前者は高濃度試料の前処理で使用

した実験器具を低濃度試料に使用するとコンタミネーションのリスクがあり、後者

では特異的異性体を妨害成分として誤同定することで過小評価するリスクがある。これらのリス

クに対応するため、過去の分析結果において高濃度試料の検出頻度および特異的異性体の検出パ

ターン、頻度について情報の整理が重要である。 

そこで、これまで調査した 212 試料について総濃度、同族体組成、特異的異性体の検出につい

て取りまとめを行い、それらについて考察を行った。 
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展示協賛企業によるプレゼンテーション その1 

 

事例発表第 1 部の最後は、協賛企業 5 社によるプレゼンテーションがありました。ヴェオリア・

ジェネッツ(株)からは PFAS 分析に最適な高感度分析用超純水装置について、関東化学(株)からは

同社が販売する認証標準物質について、ジーエルサイエンス(株)からはディスク型固相カラムや

PFAS 分析用 Delay カラムについて、輝達商事(株)からは中古分析機器の買取と販売について、東ソ

ー(株)からは2020年7月に販売を開始した高速イオンクロマトグラフIC-8100シリーズについて、

それぞれ紹介していただきました。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

展示ブース見学／休憩 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
ヴェオリア・ジェネッツ(株)様 

 
関東化学(株)様 

 
ジーエルサイエンス(株)様 

 
輝達商事(株)様 

 
東ソー(株)様 

 
ヴェオリア・ジェネッツ(株)様 

 
ジーエルサイエンス(株)様 

 
東ソー(株)様 

 
ビーエルテック(株)様 

 
(株)ユニケミー様 
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展示協賛企業によるプレゼンテーション その2 

 

休憩時間を利用した展示ブース見学の後は、引き続いて協賛企業 5 社によるプレゼンテーション

がありました。日本コントロールシステム(株)からは現場写真自動リンク管理システム「pictum」

ついて、ビーエルテック(株)からは新型オートアナライザー「MiSSion」について、メルク(株)か

らは装置をインターネットに接続して遠隔監視を可能にする My Milli-Q Remote Care について、

(株)ユニケミーからは安心品質の「ラボタオル」と書籍「分析業と業務管理」について、ラボテッ

ク(株)からは全自動 BOD 測定装置の KBST シリーズについて、それぞれ紹介していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
日本コントロールシステム(株)様 

 
ビーエルテック(株)様 

 
メルク(株)様 

 
(株)ユニケミー様 

 
ラボテック(株)様 

 
関東化学(株)様 

 
輝達商事(株)様 

 
日本コントロールシステム(株)様 

 
メルク(株)様 

 
ラボテック(株)様 
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事例発表・第2部 事例発表④～⑥ 

 

以下、発表申込書に記載の要旨を引用させていただきました。 

 

④ <大環協・交流発表> 

「日本周辺海域における環境水中音把握の取組－全国 10 海域の水中音響調査－」 

株式会社ＫＡＮＳＯテクノス  〇高見 京平 

                アジア航測株式会社  薮内 哲郎 

 

 近年、洋上風力発電の大規模な導入が世界的な流れとなっており、我が国でも洋

上風力発電の導入が加速するものと見込まれる。このような洋上風力発電をはじめ

とした海域における開発行為に際しては、施工時や供用時に様々な水中音を発し、

これらの水中音が魚類等の海生生物へ及ぼす影響を懸念する声がある。 

こうした事業に伴う水中音による海生生物への影響を把握するためには、まず、海域の水中音

の現況（人工音や自然音の状況、周波数特性、時間的・空間的変動特性等）を把握する必要があ

る。しかし、わが国の沿岸海域の水中音の状況について、 統一的な手法により測定された情報

は存在せず、その特性を総合的に整理し体系的に把握することの重要性が高まっている。 

こうした背景のもと、「令和２年度海域における水中音響調査委託業務」により、現況の海域

の水中音のデータを統一的な手法により取得し、比較解析することを目的とした全国調査（10

海域）を実施した。 

 

⑤ 「環境測定装置の補助装置(気象及び騒音･振動)の開発」 

ムラタ計測器サービス株式会社  新島 宏平 

 

 気象計が設置されていない場所で大気中ダイオキシン類サンプリングなどを行

う場合に手軽に設置できる気象測定装置の開発。 

騒音・振動の測定機のデータ記録容量が大幅に増えてきています。しかしながら、

何らかのトラブルでデータの消失が大きなリスクとなってきています。このような

リスクを解消するため、測定データのバックアップを行う補助装置を開発しました。 

 

⑥ 「分析に関わるミストラブルと対処事例」 

いであ株式会社  近野 良哉 
 

 分析や計量管理の実務ではヒューマンエラーによるミスがどうしても起きてしま

うものです。こうしたミスは社外に出ていく前に適切なチェックができれば問題は

生じませんが、社外に誤ったデータが一旦出てしまうと顧客からの信頼を失い、以

後の受注の継続に非常に大きな影響を及ぼす可能性があります。ミスを完全に防ぐ

のはなかなか難しいことですが、自社内で生じやすいミスの傾向をつかむとともに、原因を掘り

下げて取り除くことにより、ある程度までは発生頻度を抑えることはできると考えられます。今

回は弊社内で発生した分析に関わるミストラブルと対処についての事例をご紹介します。 
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≪発表の様子≫ 

 
≪質疑応答の様子≫ 
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懇親会 

 

 事例発表会の後は、アルカディア市ヶ谷 5 階「穂高」にて恒例の懇親会が、東環協 小柳監事の

司会進行により 17 時 30 分にスタートしました。当協議会の平賀会長から主催者挨拶があり、(一

社)日本環境測定分析協会の上東会長の来賓挨拶では、対面による発表会を開催できて非常に良か

ったとのお言葉を賜りました。引き続いて、同氏による乾杯のご発声をいただき、実に 3 年ぶりと

なる事例発表会後の懇親会が開催されました。 

 

 

 

発表会の緊張から一転して和やかなムードの中、名刺交換や発表者や展示協賛企業への質問の場

面も見受けられ、参加者間の交流が活発に行われていました。また、普段はコロナ禍の影響により

社内にこもって分析業務に勤しんでいる参加者にとっては、他の会員企業や賛助会員の方々との久

しぶりの対面の交流が新鮮に感じられ大変有意義なものになったようです。 

会場の皆さんのお腹も満たされ、お酒の酔いも程よく回ってきたところで、本日の発表者への記

念品の贈呈です。司会者からの指名により一人ひとり壇上に上がっていただき、平賀会長から記念

品が渡されると会場から本日の事例発表の労をねぎらう盛大な拍手が送られました。 

さらに、展示協賛企業の皆様にも壇上に上がっていただき、本日の事例発表会の感想を述べたり、

製品紹介などをしていただきました。 

 

 
東環協 平賀会長による主催者挨拶 

 
日環協 上東会長による来賓挨拶 

 
乾杯の様子 

 
平賀会長と来賓の皆様 
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懇親会の開催が久しぶりだったこともあり大いに盛り上がりましたが、楽しい時間もあっという

間に過ぎ、最後は日環協 佐藤関東支部長による中締めのご挨拶をいただき、参加者全員の思いの

こもった三本締めで懇親会がお開きとなりました。発表者の皆様におかれましては、素晴らしい事

例発表をありがとうございました。来年度の事例発表会も無事に開催され、多くの方々にご参加し

ていただけることを祈念いたします。 

 

 

 
発表者の皆様 

 
記念品の贈呈 

 
日環協 佐藤関東支部長による中締め 

 
展示協賛企業の皆様 

 
三本締めの様子 

 
会場風景 

－ 24－



【アンケート集計結果】 

 参加者の皆様に事例発表会後のアンケートにご協力いただきました。「事例発表の中で興味を持

った、参考になった発表はありますか？」の回答では 6 題の発表それぞれが 10～30%となり、非常

に拮抗した結果となりました。また、最も興味をもった発表についての感想を自由形式で回答して

もらいましたので、その一部をご紹介します。他にも貴重なご意見・ご感想を寄せていただいてい

ますので、このアンケートの結果は今後の事例発表会運営の参考にしたいと思います。 

 

参参加加区区分分  

  

年年齢齢層層  

  

職職  種種  【【正正会会員員限限定定】】  

  

興興味味をを持持っったた、、ままたたはは、、参参考考にに  
ななっったた発発表表はは？？  【【複複数数回回答答可可】】  

 

Ｑ．事例発表の中で特に興味を持ったものを 1 つだけ選び、その感想をお聴かせください。 

年代別の PCB 含有量のデータなど、貴重なデータが多く、大変参考になった。 

現場測定で何度かトラブルに遭遇しておりましたので、安心して測定出来る環境を整えられたら

良いと思います。 

同じ測定会社として、改善に向け測定器の開発、素晴らしいと思いました。 

ミストラブルについて、実例や対処法を具体的に紹介していただき、今後の管理体制を検討する

上で参考になりました。 

ベテラン職員と経験の浅い職員の間のコミュニケーション不足は、当業界の大きな課題であると

感じます。 
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東 京 都 環 境 計 量 協 議 会 

第 33 回 環境測定技術事例発表会プログラム 

 

2022 年 11 月 8 日（火） アルカディア市ヶ谷（受付開始 12:20～） 

【 事 例 発 表 会 】12:50～ ５階 大 雪 

【 懇 親 会 】17:30～ ５階 穂 高（19:30 閉会予定） 

ⅠⅠ．．開開会会  12:50～13:10 

総合司会：木村 直樹［東環協 副会長、(一財)東海技術センター］ 

主催者挨拶 東京都環境計量協議会 会 長 平 賀 積 善  

来賓挨拶 東京都環境局 環境改善部長 鈴 木 研 二 氏 

 東京都計量検定所 所 長 戸 澤   互 氏 

来賓紹介 東京都環境局 課長代理 足 立 智 子 氏 

 一般社団法人日本環境測定分析協会 会 長 上 東   浩 氏 

 〃 副会長 小野寺  明 氏 

 〃 関東支部長 佐 藤   隆 氏 

 〃 専務理事 須 藤 欣 一 氏 

 大阪環境測定分析事業者協会 技術委員 杉 田 啓 輔 氏 

ⅡⅡ．．事事例例発発表表  

事事例例発発表表・・第第１１部部  

座  長：織間 康行［東環協 理事、ムラタ計測器サービス(株)］ 

13:10～13:30 事例発表 ① 

「河川におけるマイクロプラスチックの採取方法」 

株式会社環境管理センター パク ソウン 

13:30～13:50 事例発表 ② 

「マイクロプラスチック分析のための試料前処理及び FT-IR 解析における注意点」 

株式会社オオスミ 〇上田 裕史、畠山 誉史、管 雅英 

13:50～14:10 事例発表 ③ 

「橋梁塗膜中 PCB の調査における濃度および特異的異性体に関する考察」 

株式会社エオネックス 〇管家 瑠莉香、宮本 直人 

アジレント･テクノロジー(株) 高桑 裕史 大阪大学 中野 武 

14:10～14:45 ≪≪  展展示示協協賛賛企企業業にによよるるププレレゼゼンンテテーーシショョンン  そそのの１１  ≫≫ 

１．ヴェオリア・ジェネッツ株式会社 

２．関東化学株式会社 

３．ジーエルサイエンス株式会社 

４．輝達商事株式会社 

５．東ソー株式会社 
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14:45～15:15 展展示示ブブーースス見見学学／／休休憩憩  

15:15～15:50 ≪≪  展展示示協協賛賛企企業業にによよるるププレレゼゼンンテテーーシショョンン  そそのの２２  ≫≫  

６．日本コントロールシステム株式会社 

７．ビーエルテック株式会社 

８．メルク株式会社 

９．株式会社ユニケミー 

10．ラボテック株式会社 

事事例例発発表表・・第第２２部部  

座  長：笹嶋 宏［東環協 理事、(株)分析センター］  

15:50～16:10 事例発表 ④ <大環協・交流発表> 

「日本周辺海域における環境水中音把握の取組－全国 10 海域の水中音響調査－」 

〇株式会社ＫＡＮＳＯテクノス 高見 京平 

アジア航測株式会社 薮内 哲郎 

16:10～16:30 事例発表 ⑤ 

「環境測定装置の補助装置(気象及び騒音･振動)の開発」 

ムラタ計測器サービス株式会社 新島 宏平 

16:30～16:50 事例発表 ⑥ 

「分析に関わるミストラブルと対処事例」 

いであ株式会社 近野 良哉 

ⅢⅢ．．閉閉会会  16:50～17:00 

閉会挨拶：五十嵐 鋼［東環協 副会長 (株)東京環境測定センター］ 

事務連絡 

17:00～17:30 ≪≪  移移動動／／休休憩憩  ≫≫  

ⅣⅣ．．懇懇親親会会  17:30～19:30  

司  会：小柳 伸彦［東環協 監事、(株)環境技術研究所］  

主催者挨拶 東京都環境計量協議会 会 長 平賀 積善  

来賓挨拶・乾杯 一般社団法人日本環境測定分析協会 会 長 上東  浩 氏 

発表者への記念品贈呈 東京都環境計量協議会 会 長 平賀 積善  

新入会員紹介 各社    

協賛企業紹介 協賛企業各社    

中締め 一般社団法人日本環境測定分析協会 関東支部長 佐藤  隆 氏 
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22002222 年年度度  

第第３３３３回回環環境境測測定定技技術術事事例例発発表表会会  参参加加者者名名簿簿  
  
                ２０２２年１１月８日（火） 於 アルカディア市ヶ谷 

 
来来賓賓  
東京都環境局 環境改善部        環境改善部長     鈴木 研二  氏 

〃              課 長 代 理     足立 智子  氏 
東京都生活文化局 計量検定所      所     長     戸澤  互  氏 
(一社)日本環境測定分析協会       会 長     上東  浩  氏 

     〃              副  会  長     小野寺 明  氏 

     〃              関 東 支 部 長     佐藤  隆  氏 
     〃              専 務 理 事     須藤 欣一  氏 

大阪環境測定分析事業者協会       技 術 委 員     杉田 啓輔  氏 
 
 
 
発発表表者者（発表順） 
Ｎｏ 会   社   名 氏   名 備   考 

1 (株)環境管理センター パク ソウン  

2 (株)オオスミ 上田 裕史  

3 (株)エオネックス 管家 瑠莉香  

4 (株)KANSO テクノス 高見 京平  

5 ムラタ計測器サービス(株) 新島 宏平  

6 いであ(株) 近野 良哉  

                                  ６社  ６名 
 
 
 
会会員員参参加加者者  
Ｎｏ． 会   社   名 氏   名 備 考 

2 いであ(株)   

4 (株)エオネックス   

5 (株)オオスミ   

8 (株)環境管理センター   

10 (株)環境技術研究所   

12 (株)環境技術センター   

13 環境リサーチ(株)   
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14 (株)クレアテラ   

15 シグマジオテック(株)   

17 新日本環境調査(株)   

18 (株)総合環境分析   

19 ダイヤアクアソリューションズ(株)   

20 帝人エコ・サイエンス(株)   

23 (株)デイラボ   

24 (一財)東海技術センター   

26 (株)東京環境測定センター   

28 (株)日本シーシーエル   

29 (株)日本分析   

32 ヒロエンジニアリング(株)   

34 (株)分析センター   

37 ムラタ計測器サービス(株)   

42 ユーロフィン日本環境(株)  

 

 

43 (株)リガク           賛助 

46 (一社)日本環境測定分析協会   

  
                                                              24 社   46 名 
 
  
協協賛賛企企業業 

・ヴェオリア・ジェネッツ(株)    ・関東化学(株) 

・ジーエルサイエンス(株)      ・輝達商事(株) 

・東ソー(株)            ・日本コントロールシステム(株) 

・ビーエルテック(株)        ・メルク(株) 

 ・(株)ユニケミー          ・ラボテック(株) 

                              10 社 （17 名） 
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 東京都環境計量協議会は、2020 年 9 月 10 日付で「災害時における石綿モニタリング調査に関す

る協定」を東京都との間で締結しています。今回は、11 月 7 日（月）に東京都環境局の主催により

災害時アスベストばく露・飛散防止研修会が開催されましたので報告いたします。講義では、2022

年 4 月に発行された「災害時におけるアスベストの飛散防止マニュアル」や「アスベストの露出状

況調査」についての解説がありました。また、東環協を代表して石綿モニタリングネットワーク機

関の(株)環境管理センター 豊口氏に「災害時の環境モニタリングについて」のテーマで講義して

いただきました。さらに、オンライン研修会終了後は、会場にて参加された東京都の自治体関係者

の方々に対して、実際にアスベスト分析で使用するサンプリング機器や顕微鏡などを使ってデモン

ストレーションを行い、石綿モニタリング調査に関する知識・理解を深めていただきました。 

 

 

令令和和 44 年年度度  災災害害時時アアススベベスストトばばくく露露・・飛飛散散防防止止研研修修会会  

 

開催日時 ： 2022 年 11 月 7 日（月） 9：30 ～ 12：00 

開催場所 ： 都庁及びオンライン(Zoom ウェビナー) 

プログラム： 

１ 開会 

２ 講義 

（１）災害時におけるアスベストの飛散防止マニュアルの解説    9：30 ～ 10：10 

   講師：東京都環境局 

 

（２）「災害時における被災建築物のアスベスト調査に関する協定書」 

   事務手続きマニュアルについて               10：10 ～ 10：15 

    講師：東京都環境局 

 

 （３）アスベストの露出状況調査について             10：15 ～ 11：00 

    講師：(一社)建築物石綿含有建材調査者協会 副代表理事  外山 尚紀 氏 

 

 （４）「災害時における石綿モニタリングに関する協定書」 

    事務手続きマニュアルについて               11：10 ～ 11：15 

    講師：東京都環境局 

 

 （５）災害時の環境モニタリングについて             11：15 ～ 12：00 

    講師：東京都環境計量協議会 会員企業 

        株式会社環境管理センター 上席技師長  豊口 敏之 氏 

３ 閉会 

 

災害時における石綿モニタリング調査 
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2022 年 12 月現在で、既に実施または今後予定されている関係機関及び団体の動きは、以下のと

おりです。 

 

○ 首都圏環境計量協議会連絡会 

  ・第 1回首都圏環境計量協議会連絡会  6 月 8 日   (株)分析センター及び Web 開催 

  ・新任者教育セミナー         6 月 16～17 日 Web 開催 

・環境計量証明事業団体合同研修会   8 月 9 日   (一社)埼玉県環境検査研究協会 

及び Web 開催 

 

○ (一社)神奈川県環境計量協議会 

  ・通常総会              5 月 26 日   Web 開催 

・2022 年度神環協秋季ゴルフ大会   10 月 28 日   鳳琳カントリークラブ 

・第 34 回環境計量技術事例発表会   11 月 29 日   産業貿易センター及び Web 開催 

 

○ 千葉県環境計量協会 

  ・通常総会              4 月 22 日   プラザ菜の花及び Web 開催 

  ・第 43 回共同実験（クロスチェック）  8 月     水中のふっ素 

・千環協研修見学会         10 月 4 日   Web 開催 

  ・技術事例発表会          11 月 25 日   千葉市民会館及び Web 開催 

・実務者技術フォーラム       11 月 25 日   千葉市民会館及び Web 開催 

・新春講演会         2023 年 1 月 27 日   プラザ菜の花及び Web 開催 

 

○ (一社)埼玉県環境計量協議会 

  ・通常総会              5 月 27 日   (一社)埼玉県環境検査研究協会 

・東京湾環境調査           8 月 3 日   5会員6地点参加 

  ・共同実験               10 月     BOD、六価クロム 

  ・計量のひろば           11 月 1 日   JR 大宮駅西口 DOM ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ 

・新春講演会・研究発表会   2023 年 1 月 27 日   埼玉会館及び Web 開催 

 

○ (一社)日本環境測定分析協会 

  ・通常社員総会            5 月 24 日   タワーホール船堀 

・経営セミナー全国大会 in 北の大地  9 月 2 日   ホテルモントレエーデルホフ札幌 

・環境セミナー全国大会 in 京都    10 月 6～7 日  ホテルグランヴィア京都 

・新春交歓会         2023 年 1 月 11 日   霞山会館 

・関東支部大会        2023 年 2 月 24 日   ＡＰ東京八重洲 

 

関係機関・団体の動き 
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○ 2022 年度これからの主要行事予定 

・技術研修会                  2023 年 1 月 24 日  アルカディア市ヶ谷予定 

・賀詞交歓会                  2023 年 1 月 24 日  アルカディア市ヶ谷予定 

※ 各行事共に新型コロナウイルス感染症の流行状況によっては、中止とさせていただく 

ことがあります。 

 

○ 事務局からのお知らせ 

・現在の会員数（2022 年 12 月現在） 

     正 会 員  61社 

     賛助会員  21社  合 計  82社 

 

○ 編集後記 

「東環協ニュース」第 180 号が無事に完成しましたので皆様にお届けいたします。今回

のニュースは、首都圏合同で開催しました新任者教育セミナーの他に、環境計量証明事業

団体合同研修会、都民計量のひろば、第 33 回環境測定技術事例発表会、災害時における

石綿モニタリング調査の動向などに関する記事を掲載させていただきました。また、来年

1 月 24 日には技術研修会と賀詞交歓会の開催を計画しています。新型コロナウイルスの感

染状況にもよりますが、新春に皆様とお会いできることを切に祈念しております。 

今後も会員の皆様に興味を持っていただける企画・運営を心掛けて参りますのでご支援

の程、宜しくお願い申し上げます。 

 

東環協からのお知らせ 
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IC-8100
高速イオンクロマトグラフ

※“IC-8100”は日本における東ソー株式会社の登録ロゴです。

先進のセパレーションテクノロジーを継承、
さらに進化したニューコンセプトIC・・・
ますますの快適さと信頼性をお届けします。

高速分離カラムとの組み合わせで、陰イオン・陽イオンの測定がそれぞれ5分で終了。
分析時間を大幅に短縮できます。

測定時間5分のハイスループット分析を実現

水道水質分析用の高速高分離カラムと、高感度ポストカラム反応システムを用いることで、
臭素酸を含む水道水質基準項目が10分以内で測定できます。
従来、複数の条件で行なわれていた分析を一度の測定で行うことが可能です。

測定時間10分で臭素酸を含む水道水質基準項目の分析を実現

高濃度イオン含有試料などに対して希釈と注入を連続して行うことができます。

自動希釈機能付きのオートサンプラーを標準搭載（IC-8100EX）

フローセルの最適化及び温度変化を最小限に抑えた流路設計により、低ノイズ、低ドリフトのベースラインを実現しています。
当社従来器に比べて感度がおよそ5倍向上しています（亜硝酸イオンのS/Nより算出）。

IC-8100シリーズ専用紫外可視吸光光度検出器

新規開発した調製機構により安定的に溶離液を調製し、装置へ供給します。
濃縮溶離液と純水をセットするだけで分析が可能となります。
常に安定した組成の溶離液が供給されるため、経時変化による溶出時間の変動がなく安定した分析が可能です。

IC-8100EX専用自動溶離液供給ユニット

専用前処理用陽イオン交換ゲルを用いて、自動で試料を前処理してからイオンクロマトグラフに注入することが可能です。
試料の中和処理や、カラム寿命に影響を与える可能性のある過剰に含まれる対イオンや金属の除去ができます。
自動処理が可能であるとともに、前処理にかかるコストは約50円／分析と前処理コストの削減にも寄与します。

IC-8100EX専用自動前処理ユニット

サプレッサーロータリーバルブとサプレッサーゲルを組み合わせた、自動交換型ゲルサプレッサー方式の採用により
安定した高感度連続自動分析が可能です。

オプションの試料濃縮機能を追加すれば、最大1200 μLの試料を濃縮カラムを用いて濃縮し、
自動でイオンクロマトグラフィー測定を行うことが可能です。試料のマトリックスの影響を抑え、より高感度な測定をすることが可能です。

試料濃縮機能を追加搭載可能

イオンクロマトグラフIC-8100EXと紫外可視吸光光度検出器UV-8100との組み合わせにより
水道水質検査法に準拠した臭素酸やシアン等の高感度分析を実現します。

IC-8100シリーズ専用ポストカラム反応システム

自動交換型ゲルサプレッサー方式で高感度分析が可能

高速分析

高機能
拡張性

　高感度

M2204GD.B

☎（03）5427-5180  〒105-8623 
☎（06）6209-1948  〒541-0043 
☎（052）211-5730  〒460-0008 
☎（092）781-0481  〒810-0001 
☎（022）266-2341  〒980-0014 
☎（0467）76-5384  〒252-1123カスタマーサポートセンター

バイオサイエンス事業部ホームページ https://www.separations.asia.tosohbioscience.com/

東 京 本 社
大 阪 支 店
名古屋支店
福 岡 支 店
仙 台 支 店

営 業 部
バイオサイエンスG
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東 京 都 港 区 芝 3 - 8 - 2
大阪市中央区高麗橋4-4 -9
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福岡市中央区天神1-13 - 2
仙台市青葉区本町1-11 -1
神奈川県綾瀬市早川2743-1
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